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光ファイバー事業いよいよ実施

成人式

情報ひろば

郷土が誇る新成人



　
現
在
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
は
、
平
成
14
年
10
月
１
日

か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者

証
が
９
月
末
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
の
皆
様
に
は
近
日
中
に

更
新
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
更
新
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

今
回
の
更
新
に
あ
た
り
ま
し
て

の
注
意
事
項

一
、
現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院

　
中
の
方
は
、
平
成
14
年
10
月
１

　
日
か
ら
の
新
し
い
被
保
険
者
証

　
を
必
ず
保
険
医
療
機
関
等
の
窓

　
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
法
改
正
に
よ
り
平
成
14
年
10

　
月
か
ら
は
、
こ
の
新
し
い
被
保

　
険
者
証
の
一
部
負
担
割
合
に
関

　
わ
ら
ず
３
歳
未
満
児
に
あ
っ
て

　
は
２
割
負
担
と
な
り
70
歳
以
上

　
の
被
保
険
者
に
あ
っ
て
は
１
割

　（
一
定
所
得
以
上
は
２
割
）負
担

　
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
福
祉

　
医
療
受
給
者
に
つ
き
ま
し
て
は

　
今
ま
で
同
様
に
保
険
医
療
機
関

　
等
で
の
自
己
負
担
は
ご
ざ
い
ま

　
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
よ
り
お
知
ら
せ

（　）内は、過去１２ヶ月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の４回目以降の限度額

です。

上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得が６７０万円を超え

る世帯。

※低所得者Ⅰに属する世帯は、世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって、その世帯の所

　得が一定基準以下の世帯となります。

※低所得者Ⅱに属する世帯は、世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である世帯。

〜
被
保
険
者
証
の

更
新
に
つ
い
て
〜

１、高額療養費の自己負担限度額が変わります。

　高額療養費の自己負担限度額のうち、低所得者の方は据え置いて、一般や上位所得者につい

て下表のように平成１４年１０月より改定されます。また、７０歳以上の方につきましても自

己負担割合が改定されたことから、新たに下表のように自己負担限度額が設定されます。

平成１４年１０月１日から　　　　　　　自己負担限度額（月額）

平成１４年１０月１日から　　　　　　　自己負担限度額（月額）

平成14年10月1日より�

　国民健康保険制度及び老人保健制度の�
　一部が改正されます。�

主　な�
改正点�

70
歳
未
満
の
方�

上位所得者�
139,800円�
（77,700円）�

医療費が699,000円を超えた場合は�
超えた分の１％を加算�

一　　般�
72,300円�
（40,200円）�

医療費が361,500円を超えた場合は�
超えた分の１％を加算�

住民税�
非課税世帯�

35,400円（24,600円）�

70
歳
以
上
の
方�

外来（個人毎）� 外来＋入院（世帯）�

一定以上�
の所得者�

40,200円�
72,300円�
（40,200円）�

医療費が361,500円を超えた場合は�
超えた分の１％を加算�

一　　般� 12,000円� 40,200円�

低所得者Ⅱ�
8,000円�

24,600円�

低所得者Ⅰ� 15,000円�



　
　
又
、
退
職
者
医
療
に
つ
き
ま

　
し
て
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日

　
よ
り
本
人
・
被
扶
養
者
と
も
に

　
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

　
留
意
く
だ
さ
い
。

三
、
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
つ

　
い
て
は
、
別
途
負
担
割
合
を
表

　
す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険

　
高
齢
受
給
者
証
」
か
「
老
人
保

　
険
医
療
受
給
者
証
」
を
交
付
い

　
た
し
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
証

　
と
と
も
に
保
険
医
療
機
関
等
の

　
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
10
月
１
日
以
降
新
し
く
国
保

　
に
加
入
し
た
と
き
も
、入
院
・
通

　
院
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
被
保

　
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
等
の

　
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
又
、
職
場
の
健
康
保
険
加
入

　
な
ど
で
国
保
を
脱
退
し
た
と
き

　
は
、
速
や
か
に
役
場
福
祉
保
健

　
課
ま
で
届
け
出
る
と
と
も
に
、

　
保
険
医
療
機
関
等
に
も
保
険
が

　
変
わ
っ
た
こ
と
を
申
し
出
て
く

　
だ
さ
い
。

　平成１４年１０月より、３歳未満の乳幼児の医療費自己負担が現行の３割から２割に変わり

ます。

※平成１４年１０月１日までに３歳になる乳幼児は従前どおり３割負担となります。

　　又、２割負担となるのは３歳に達する日の属する月までの診療分で、それ以降は３割負担

　となります。

　例：平成１１年１０月２日から１１月１日生までの乳幼児の場合は、平成１４年１０月中に

　　３歳に達しますので２割負担となるのは、平成１４年１０月診療分までとなり、１１月診

　　療分からは３割負担となります。

※ただし、福祉医療受給者の方につきましては、今まで同様に医療費自己負担はありません。

４、３歳未満の乳幼児の医療費負担が２割になります。

　従来は７０歳から老人保健で医療を受けることになっていましたが、平成１４年１０月１日

以降に７０歳になる方は、それまで加入していた医療保険で医療を受けることになります。た

だし、医療費自己負担割合や自己負担限度額は老人保健制度と同様となります。

○平成１４年９月３０日までに７０歳になる方は…

　老人保健による医療を受けます。「老人保健医療受給者証」と「健康手帳」が交付されます。

　尚、一定の障害がある方につきましては、従来どおり６５歳より老人保健対象者となります。

○平成１４年１０月１日以降に７０歳になる方は…

　引き続き、現在加入している医療保険で医療をうけます。「高齢受給者証」が交付されます。

　尚、７５歳からは老人医療の対象となります。

３、老人保健の対象年齢が７０歳から７５歳に変わります。

２、７０歳以上の方の医療費自己負担が１割または２割となります。

次のように改定されます。

　○原　　則　　　　　　　　⇒　　１　割

　○一定以上の所得のある方　⇒　　２　割

　現在、７０歳以上の高齢者は原則１割負担ですが、外来で月３ ,２００円（大病院５,３００

円）の上限があり、一部診療所等では定額制のところもありました。平成１４年１０月からは

完全1割となり、月額上限制・定額制は廃止となります。また一定以上の所得がある方は２割

負担となります。



“こちら情報センター”

光ファイバ網インターネットサービス

事業説明会開催

期　日　平成１４年９月１９日（木）
　　　　　　　　　９月２１日（土）
　　　　　　　　　９月２４日（火）

（いずれかの日にお越し下さい）
場　所　　矢島町日新館　研修室
時　間　　午後７時００分～
内　容　　事業概要の説明
　　　　　サービス加入
　　　　　　　　手続きについて
　　　　　仮申込書の配布等
対　象　　矢島町に在住する方

問い合わせ　役場企画商工観光課
　　　　　　ＴＥＬ　0184-55-4952

　
８
月
17
・
18
日
秋
田
県
立
体
育

館
で
行
わ
れ
た
、
卓
球
全
日
本
選

手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）
秋

田
県
予
選
会
で
小
番
嘉
文
選
手

（
矢
島
中
二
年
・
新
所
）
と
三
浦
公

貴
選
手
（
矢
島
中
一
年
・
新
町
）
の

ダ
ブ
ル
ス
ペ
ア
が
準
優
勝
し
、
全

日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
決
定
。

　
群
馬
県
前
橋
市
に
お
い
て
10
月

25
日
〜
27
日
に
開
催
さ
れ
る
卓
球

全
日
本
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト

の
部
）
で
の
両
名
の
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

５
年
生
女
子

優
勝
　
金
子
俊
恵
（
針
ヶ
岡
）

全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
！

第
32
回
本
荘
市
由
利
郡

　
　
小
学
校
卓
球
大
会

　町では今年度、国の加入者系光ファイバ網設

備整備事業により光ファイバ網の整備を行い、

町民の方々が都市部と変わりなく超高速イン

ターネットができる環境を構築します。

　現在、インターネットに接続する場合、一般

電話回線を利用して接続しておりますが、光

ファイバ網が整備されると電話回線ではなく、

この光ファイバ網を使いインターネットに接続

できるようになります。通信速度も現在の６４

kbpsから１ ,５００倍の１００Mbpsになり不

満のあったインターネット接続環境が一気に解

消されます。また、いままで見ることのできな

かった動画サービス等も常時接続になり、時間

と料金を気にすることなくご覧いただけるよう

になります。また、民間事業者が行う光ファイ

バのサービスでは、１万円を超える料金設定に

なっておりますが、今事業では、矢島町独自の

料金体系により接続料金を低く抑えることがで

きます。この他、加入者が増加してくると、料

金の値下げも可能となり、町民皆様に安くて速

いインターネット環境を提供できるようになり

ます。

　このサービスを来年から提供するにあたり、

説明会を開催して、町民皆様に事業概要等の説

明を行うとともに加入者を募集したいと考えて

おりますので、現在インターネットをやってい

る方やこれから始めようと考えている方は、是

非説明会にお越し下さるようお願いいたします。

町民多数のご参加をお待ちしております。

全国初の地域光ファイバ網整備により超高速インターネットが可能になります。

光ファイバ網イメージ図

小番嘉文君（左）と三浦公貴君（右）

事業説明会＆加入仮申込開始！！�

加入者募集�！！�



　
四
百
年
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
矢

島
八
朔
ま
つ
り
が
９
月
７
日（
土
）

・
８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
八
朔
祭
り
は
五
穀
豊
穣
を
祝
い

無
病
息
災
を
願
う
矢
島
神
明
社
の

情
緒
あ
ふ
れ
る
祭
典
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

（
７
日
）　
宵

宮

趣

向

（
８
日
）　
祭

典

趣

向

　
矢
島
町
観
光
協
会
で
は
、
９
月

７
日
（
土
）
の
宵
宮
に
お
い
て
、
矢

島
音
頭
・
よ
い
と
こ
矢
島
の
踊
り

の
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
家
族
、
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
参
加
希
望
の
方
は
矢

島
町
観
光
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
９
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
８
時
〜
40
分
間

場
　
所
　
田
中
町
〜
七
日
町
通
り

集
　
合
　
午
後
７
時
50
分

　
　
　
　
　
　
田
中
町
駐
車
場

連
絡
先

矢
島
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
℡
55
―
４
９
５
３

踊
り
講
習
会

９
月
３
日
（
火
）
午
後
７
時
よ
り

日
新
館
で
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第２回おばこハイク開催
　地域に欠かせない足となっている鳥海山ろく線
「おばこ号」を利用し、鳥海高原の大自然を満喫して
いただき、花立～鳥海荘まで問題を解きながら
ウォーキングします。

日　　時　９月２８日（土）雨天決行
コ ー ス　花立～鳥海荘　９ .５ｋｍ
参 加 料　１ ,０００円（高校生以上）
　　　　　　 ５００円（小・中学生）
参加条件　８：０６発のおばこ号に乗車し、
　　　　　黒沢駅に集合する。
受付期間　９月２日（月）～９月２０日（金）
問い合せ　由利高原鉄道（株）℡５６－２７３６
主　　催　鳥海山ろく線運営促進連絡協議会

ゴール後は鳥海荘の温泉で汗を流してください。
また、賞品多数準備しておりますので是非ご参加く
ださい。

赤川親子三代展開催
　このたび秋田県美術展において親

子で入選を機会に矢島駅２階で赤川

親子三代美術展を開催します。

　展示作品は（故）赤川祐平氏の能面、

祐一氏の浮き彫り彫刻、祐輝氏の絵

画など美術展で入選された作品を多

数展示しておりますので是非ご覧下

さい。

日　時　９月１日（日）～３０日（月）

　　　　午前９時～午後７時

場　所　矢島町インフォメーション

センター２Ｆ

主　催　由利高原鉄道株式会社

昨年行われた矢島音頭
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６
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百

年

の

伝
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・
８
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住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン

を
ご
返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に

伴
う
失
業
や
収
入
の
減
少
な
ど
で

返
済
に
お
困
り
の
方
に
対
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
返
済
方
法
の
変

更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
返
済
期
間
の
延
長（
最
長
十
年
）

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定

（
最
長
３
年
）

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
下

　
げ

お
取
扱
期
間
は
、
平
成
15
年
３
月

末
ま
で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

℡
０
２
２
―
２
２
７
―
５
０
０
３

又
は
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

も
み
乾
燥
機
に
よ
る
火
災
の

防
止
に
つ
い
て

　
収
穫
の
季
節
を
迎
え
、
も
み
乾

燥
機
を
使
用
す
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
も
み
乾
燥
機
か
ら
の
火
災

を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
次
の
事

項
に
注
意
し
火
災
予
防
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

１
、乾
燥
機
は
建
築
物
の
部
分（
天

　
井
、
壁
、
柱
な
ど
）
及
び
可
燃

　
性
の
物
品
か
ら
上
方
及
び
前
方

　
は
１
ｍ
以
上
、
側
方
及
び
後
方

　
は
50
㎝
以
上
距
離
を
保
つ
。

２
、
乾
燥
機
を
設
置
す
る
屋
内
の

　
床
を
土
間
又
は
金
属
以
外
の
不

　
燃
材
料
で
造
り
、
更
に
室
内
に

　
面
す
る
壁
、
天
井
を
不
燃
材
料

　
又
は
準
不
燃
材
料
で
仕
上
げ
る
。

３
、
使
用
前
に
、
乾
燥
機
の
清
掃

　
及
び
点
検
整
備
を
徹
底
す
る
。

４
、
乾
燥
機
の
周
囲
は
常
に
整
理

　
清
掃
に
努
め
、
燃
料
そ
の
他
の

　
可
燃
物
を
放
置
し
な
い
。

５
、
乾
燥
機
使
用
中
は
安
全
装
置

　
を
過
信
せ
ず
、常
時
監
視
し
、燃

　
料
漏
れ
、
余
り
油
、
異
音
、
異

　
臭
に
十
分
注
意
す
る
。

６
、
万
一
に
備
え
、
消
火
器
を
設

　
置
す
る
。

（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

印鑑登録について
　相続や登記等、印鑑証明を必要とする機会が増え

ております。印鑑登録は本人の意思確認が重要とな

りますので、原則として身分証明書を持参して本人

の来庁願います。尚、代理人による申請の場合は、郵

送で本人の意思確認が必要となり、数日間をします。

また、登録した印鑑は実印となりますので、登録す

る場合は左記についてご注意願います。

① 卒業記念にもらった印鑑や店頭販売されている印

　鑑は大量に生産されているため、登録に当たって

　は登録者固有の印鑑という観点からお止めくださ

　い。誤って登録した場合、本人が不利益を被る可

　能性があります。（本町においては、大量生産され

　た、いわゆる三文判ではない旨宣言していただい

　ております。）

② 印鑑の大きさ

③ 縁がないもの

お問い合わせ　生活・環境課℡５５―４９５９

　
９
月
21
日
（
土
）
〜
30
日
（
月
）

ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
通
学
時
間
帯
の
街

頭
指
導
を
は
じ
め
、
交
通
指
導
隊

に
よ
る
広
報
活
動
等
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も

や
高
齢
者
を
守
り
、
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
ゼ
ロ
は
心
の

　
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
あ
い

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
県
の
住
宅
資
金
の
融
資
を
受
け

て
ロ
ー
ン
返
済
し
て
い
る
方
で
、

不
況
な
ど
の
影
響
で
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
場
合
に
、
返
済
期
間

が
最
長
10
年
延
長
す
る
特
例
措
置

を
設
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

県
建
築
住
宅
課

℡
０
１
８
―
８
６
０
―
２
５
６
２

又
は
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で

県
建
築
住
宅
課
か
ら

手をつなぐ育成会秋田県大会
　この度、大館市民文化会館において、小番ツヤ
子さん（新町）が永年にわたり「矢島町手をつな
ぐ親の会」の役員として会の発展に多大な貢献さ
れたとして、手をつなぐ育成会秋田県大会におい
て表彰されました。
　今回の表賞をお喜び申し上げるとともに、今後
更なるご活躍をご期待申し上げます。

　
８
月
19
日
、
由
利
町
の
国
道
108

号
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
ダ
ン
プ

カ
ー
が
正
面
衝
突
し
、
矢
島
町
在

住
の
方
が
亡
く
な
る
傷
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
瞬
の
不
注
意
が
重
大
事
故
と

な
り
ま
す
。自
動
車
の
運
転
は
、初

心
に
返
り
基
本
に
忠
実
な
ゆ
と
り

を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
重
点

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

　
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
・
無
謀
運
転
の
徹
底
追

　
放

表彰された小番ツヤ子さん



や
ま
め
八
月
例
会

第
三
二
八
回

　
矢
島
短
歌
会
七
月
例
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
嘉
樹

終
列
車
通
過
の
警
報
鳴
り
了
え
て
明

へ
と
渡
る
刻
の
静
け
さ

加
賀
谷
　
栄

帰
り
行
く
孫
に
紫
蘇
入
り
お
に
ぎ
り

と
焼
肉
も
添
う
吾
の
心
も佐

藤
　
幸
子

嫁
し
し
頃
野
苺
食
み
し
休
み
場
の
若

杉
は
今
木
立
ち
と
な
り
ぬ冨

田
　
か
よ

梅
雨
雲
の
裂
け
目
に
の
ぞ
く
青
空
ゆ

爆
音
聞
こ
ゆ
か
す
か
な
が
ら
に

佐
藤
　
ヤ
ス

子
と
話
す
電
話
に
お
の
づ
涙
い
出
老

い
た
る
故
か
と
ふ
と
思
い
た
り

桜
庭
　
恭
子

朝
刊
の
お
く
や
み
欄
に
吾
よ
り
も
年

若
き
人
四
人
も
逝
き
ぬ

金
子
　
京
子

兜
飼
ひ
し
少
年
の
日
や
葛
の
花

佐
藤
柳
四
郎

里
帰
り
麦
茶
を
沸
か
す
母
の
背
な

鞍
馬
　
賢
治

菩
提
寺
の
森
深
々
と
せ
み
し
ぐ
れ

佐
藤
ア
ヤ
子

奥
入
瀬
の
急
流
に
添
え
し
蝉
し
ぐ
れ

齋
藤
　
茂
　

夏
の
朝
ラ
ジ
オ
体
操
親
子
連
れ

齋
藤
　
瑞
　

城
山
に
見
る
鳥
海
や
秋
立
ち
ぬ

金
子
　
京
子

夏
草
や
戊
辰
の
役
の
傾
ぐ
墓

北
島
や
す
雄

一
瞬
の
命
運
飾
る
花
火
か
な

佐
藤
　
勝
男

向
日
葵
の
空
の
青
さ
や
孫
の
丈

正
木
　
禮
子

明
易
し
夢
に
ぞ
会
え
ぬ
人
多
く

佐
藤
木
の
実

人
々
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
兜
虫

佐
藤
真
都
子

夏
の
月
髪
梳
く
孫
の
艶
め
き
て

佐
藤
　
ト
キ

鈴
成
り
の
梅
を
我
流
に
漬
け
た
る
を

口
々
に
友
等
旨
い
と
褒
め
る

東
海
林
つ
ね
子

短
冊
に
願
い
書
き
込
む
子
供
等
の
明

日
を
信
ず
る
面
の
か
が
や
き

茂
木
　
富
子

吾
が
胸
に
生
き
つ
ぐ
亡
夫
は
若
か
り

き
三
十
四
歳
そ
の
ま
ま
の
顔

伊
東
　
房
代

水
に
遊
び
土
に
戯
れ
虫
を
追
う
赤
子

は
い
ま
だ
光
に
住
め
り

佐
藤
千
賀
子

一
穂
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
し
の
ば
す
ポ

ケ
ッ
ト
に
旅
の
余
韻
の
密
か
な
香
り

佐
藤
　
洋
子

津
波
か
と
思
わ
る
る
程
桜
花
堤
を
満

た
し
う
ね
り
揺
ら
め
く

金
子
　
四
郎

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

片
恋
に
焦
が
れ
し
君
に
さ
な
が
ら
の

清
し
さ
極
む
紫
菖
蒲

　
ゴ
ミ
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識

の
高
さ
か
ら
分
別
収
集
に
お
き
ま

し
て
も
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
り
順

調
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
る
か
ご
覧
に
な
る

機
会
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、｢

清
掃
の
日｣

に
あ
た
る

左
記
の
期
日
、
ゴ
ミ
減
量
化
並
び

に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
意
識
高
揚

を
目
的
と
い
た
し
ま
し
て
鳥
海
町

の
上
原
に
ご
ざ
い
ま
す
矢
島
・
鳥

海
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
会

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

町
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
お

願
い
致
し
ま
す
。

開
催
日

　
平
成
14
年
９
月
24
日
（
火
）

時
　
間

　
午
　
前

　
　
午
前
９
時
よ
り
午
前
11
時

　
午
　
後

　
　
午
後
１
時
よ
り
午
後
３
時

申
込
み

生
活
・
環
境
ま
で
電
話
に
て

〆
切
り

平
成
14
年
９
月
17
日
（
火
）

定
　
員

　
午
前
・
午
後
と
も
先
着
20
名

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

参
加
者
の
皆
様
に
通
知
致
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
生
活
・
環
境
課
　
環
境
安
全
係

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
℡
55
―
４
９
５
９
）

国
保
加
入
者
の
皆
様
へ

【
健
康
調
査
】
及
び
【
健
康
や
し

ま
21
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
】
の
実

施
に
つ
い
て

　
町
の
高
齢
化
率
は
29
％
を
超
え

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
人
一
人
が
健

康
に
留
意
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
の

一
つ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
国
保
保
健
事
業
で
は
被

保
険
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
【
健
康
調
査
】
を
実
施

致
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
日
常
の

生
活
習
慣
か
ら
〔
脳
の
老
化
度
を

予
測
す
る
〕
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
調
査
内
容
を
も
と
に
被
保
険
者

の
皆
様
が
生
涯
痴
呆
や
寝
た
き
り

に
な
ら
ず
、
健
や
か
に
す
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
表

が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

　
対
象
者
は
国
保
被
保
険
者
で
、

35
〜
69
才
ま
で
の
方
と
な
り
ま

す
。
今
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
健
康

推
進
員
の
方
が
配
布･

回
収
下
さ

い
ま
す
の
で
ご
自
分
の
健
康
保
持

の
た
め
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
な
お
、
あ
わ
せ
て
【
健
康
や
し

ま
21
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
】
に
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

福
祉
保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　
℡
５
５
―
４
９
６
０

矢
島
・
鳥
海
清
掃
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
施
設
見
学
会
開
催�



ま
ち
の
話
題

Ｍt.鳥海バイシクルクラシック

（８月３日、４日）
　夏の風物詩となっているロードレースが今

年で１６回目を迎え、６１３名の選手が全国

各地より参加されました。参加選手の中で土

井雪広さん（山形県）が1時間12分13秒で

登りきり見事矢島カップを手にしました。

ゴール付近は大雨となり気温も下がるなどコ

ンディションは今ひとつでしたが、大会は盛

会に終了することができました。

　大会関係者、ボランティアでご協力いただ

いた皆様には心より感謝申し上げます。

各駅愛好会ゲートボール大会

（８月２日）
　鳥海山ろく線沿線市町１２チームの参加に

より行われたゲートボール大会において、矢

島町代表の第一百寿会が予選、決勝トーナメ

ントを勝ち進み優勝を勝ち取りました。参加

された選手の皆さんも声をそろえて「チーム

ワークの勝利です」と喜んでいました。

第３２回鮎まつり　　（８月１８日）
　恒例の鮎まつりが開催され、午前中の鮎つり

大会には２０名が参加し腕を競いました。午後

からは鮎まつり。本荘矢島会からも３０名参加

され、釣り上げられた鮎が塩ふり焼きにして振

舞われました。

優勝　三浦裕之さん（中）（矢島町）１８尾

２位　原田俊明さん（左）（盛岡市）１６尾

３位　今野純一さん（右）（須郷田）１４尾

商工会長杯争奪野球大会

（Ⅰ部）（８月１８日）
優　　勝　役場チーム

準 優 勝　国士無双チーム

最優秀賞　佐藤昌司さん（中）（役　　場）

優 秀 賞　佐藤陽一さん（右）（役　　場）

敢 闘 賞　三浦裕之さん（左）（国士無双）

（Ⅱ部）（８月２５日）
優　　勝　ダンディーズチーム

準 優 勝　ＯＢクラブチーム

最優秀賞　土田正美さん（右）（ダンディーズ）

優 秀 賞　三浦明治さん（中）（ダンディーズ）

敢 闘 賞　三浦一雄さん（左）（ＯＢクラブ）



ま
ち
の
話
題

第１６回夏まつり

（８月３日）
　Ｍｔ．鳥海バイシクルクラシッ

クのレセプションも兼ねた夏まつ

りが日新館前のふれあい公園で行

われ、町内外から多数来場されま

した。

　ライブコンサートでは若者に人

気のある（ブルーム　オブ　ユー

ス）、（オクサマ）が登場。また、地

元バンドのミニライブなどもあり

会場は満員で埋まり、売店も売り

切れが続出するなど会場は大いに

盛り上がりました。

榎（えのき）の苗木を贈呈

（８月２６）
　日本宇宙少年団あきた矢島分団結成

５周年を記念して榎の苗木２５本（目

録）が団員の土田奈央子さん（山寺）よ

り佐藤町長に手渡されました。

　榎は国蝶「オオムラサキ」の食草で

知られており、矢島町で掲げてあるエ

コミュージアム構想（自然との共生）

でオオムラサキが乱舞する自然豊かな

町にと願いを込めて寄贈されました。

由利郡支部消防訓練大会

（８月３日）

　矢島町の代表として由利郡支部訓

練大会に第５分団（消防訓練礼式）、

第６分団（小型ポンプ操法）が出場

しました。日頃の訓練の成果を発揮

し、小型ポンプ操法の部で４位入賞

を果たしました。

モンゴルに中学生派遣

（８月１７日～２４日）
　昨年駐日モンゴル大使が来町され公

演を行うなど、本町と交流を深めてい

るモンゴル国に中学生１０名が７泊８

日の日程で海外研修を行いました。

　研修中は遊牧民家庭との交流や移動

式住居「ゲル」での宿泊、緑化活動に

取り組むＮＧＯ訪問など、外国の人々

や文化に触れ国際感覚豊かな人間性を

培う貴重な体験をされました。



　
平
成
14
年
度
矢
島
町
成
人
式
が

８
月
15
日
（
木
）、
日
新
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
成

人
対
象
者
は
昭
和
57
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
81
名
（
男
性
39
名
、
女

性
42
名
）。
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
成
人
者
一
人
ひ
と
り

を
紹
介
し
た
あ
と
佐
藤
町
長
よ
り

「
成
人
と
な
れ
ば
法
律
的
に
も
国

家
の
一
員
と
し
て
貴
重
な
権
利
を

与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
義
務
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
未
成
年
者
と
し
て
、
軽
く

見
過
ご
さ
れ
た
こ
と
も
成
人
と
い

う
節
目
を
機
に
、
社
会
は
厳
格
な

目
で
見
つ
め
ま
す
。
ま
た
、
自
ず

か
ら
を
大
切
に
し
、
誇
り
と
責
任

を
も
っ
て
、
社
会
の
前
進
に
役
立

つ
よ
う
な
、
悔
い
の
な
い
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
新
成
人

を
代
表
し
て
佐
藤
由
佳
さ
ん
（
立

石
）
が
、「
多
く
の
温
か
い
人
々
に

恵
ま
れ
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
こ
の
矢
島
町
で
育
つ
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
、
私
は
大
変
誇
り

に
思
い
ま
す
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
立
場
で
生
活
し
、
中
に
は

遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
こ
の
町
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
を
繋
が
り
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
絆
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
開
い

て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私

達
一
人
一
人
が
、
我
が
故
郷
矢
島

を
誇
り
と
し
、
常
に
人
へ
の
感
謝

の
心
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
自
ら
の
力
で
力
強
く
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
答
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

成
人
と
な
っ
て

 
土 
田 

郁 

子
（
須
郷
田
）

の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
も

う
五
年
が
過
ぎ
、
私
達
も
あ
の
こ

ろ
は
、
よ
く
友
達
同
士
で
「
成
人

式
が
楽
し
み
だ
ね
ぇ
。」と
言
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
今
日
こ

こ
に
成
人
式
を
迎
え
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、
本
当
に
月
日
が
流
れ

る
の
は
早
い
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん

が
、
自
分
の
道
を
選
択
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
多
く
の
経
験
を
重
ね
成
長

し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
成

人
の
日
を
迎
え
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
私
達
で
す
が
、
成
人
と

な
っ
て
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で

も
、
精
神
的
に
す
ぐ
大
人
に
な
れ

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
二
十
歳
と
な
っ
た
以
上
十
代

の
ま
ま
の
自
分
で
は
い
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
各
自
が
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
考
え
、
行
動

し
、
物
事
に
対
す
る
責
任
を
持
つ

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
経
験
し
て
き
た
こ
と
も
異
な

れ
ば
、
学
生
、
社
会
人
な
ど
立
場

も
様
々
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
新
成

人
と
な
っ
た
今
、
も
う
一
度
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
今
以
上
の
自
分

を
目
指
し
て
前
進
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
矢
島
を
離
れ
て
一
年
と
五
ヶ
月

が
過
ぎ
、
新
し
い
環
境
で
の
生
活

に
も
慣
れ
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
私
で
す
が
、
高
校
で
進

学
を
考
え
た
時
に
は
、
都
会
へ
の

憧
れ
か
ら
か
、
秋
田
か
ら
出
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
今
、
実
際
に
矢
島
を

離
れ
て
他
の
場
所
で
生
活
し
て
い

る
と
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

の
矢
島
の
良
さ
を
今
ま
で
以
上
に

感
じ
ま
す
。
秋
田
に
い
て
も
頻
繁

に
帰
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
矢
島
に
帰
っ
て
き
て
鳥

海
山
や
緑
に
囲
ま
れ
た
山
を
見

て
、
澄
ん
だ
空
気
を
吸
う
と
、
と

て
も
ホ
ッ
と
し
て
、
や
は
り
矢
島

は
い
い
な
あ
と
実
感
す
る
の
で

す
。
今
も
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

私
の
故
郷
は
こ
の
矢
島
町
な
の
だ

と
改
め
て
思
う
の
で
す
。

　
今
日
の
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
生
ま
れ
て
か
ら

ず
っ
と
変
わ
ら
ず
私
を
見
守
っ
て

き
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、
お

世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
先
生
方
、

そ
し
て
多
く
の
周
囲
の
人
達
に
支

え
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
な
の
だ
と

思
う
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
言

い
尽
く
せ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
日
々
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
日
こ
こ
に
、
人
生 答辞を述べる佐藤由佳さん

輝け新成人�
平成14年度�
　　　矢島町成人式�

成
人
者
意
見
発
表�



私
が
思
う
成
人

吉 

尾 

憲 

史
（
栄
町
）

　
私
達
が
、
こ
こ
矢
島
町
に
生
ま

れ
、
そ
し
て
育
っ
て
か
ら
早
く
も

二
十
年
間
が
過
ぎ
、
今
こ
こ
に
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
幼
い
こ
ろ
の
私
が
こ
こ

に
い
る
よ
う
で
す
。
毎
日
重
い
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
通
っ
た
小

学
校
。部
活
動
に
励
ん
だ
中
学
校
。

そ
し
て
、
沢
山
の
思
い
出
が
残
る

高
校
。
今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ご
し
た
学
生

生
活
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
晴
れ
て
成
人
と
な
る
わ

け
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
、
成
人

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

お
酒
が
飲
め
る
、
タ
バ
コ
が
吸
え

る
、
有
権
者
に
な
る
。
そ
う
い
っ

た
一
般
的
な
事
を
考
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

そ
れ
で
い
い
の
で
す
が
、
私
は
当

た
り
前
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
ほ

し
く
な
い
の
で
す
。
成
人
に
な
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
を
主
張
す

る
の
は
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
義

務
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
は
、
と

て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
達
は
こ
の
義
務
に
こ
だ

わ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
知
識
を
高
め
、視
野
を
広
げ
、よ

り
一
層
自
己
向
上
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
人
に
な
っ
た
と
い
う

区
切
り
と
し
て
、
親
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
こ
に

こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
全
て

親
の
お
か
げ
で
す
。こ
れ
か
ら
、私

達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
両
親

に
見
せ
て
や
る
事
が
、
今
私
達
が

出
来
る
一
番
の
親
孝
行
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
成
人
と
は
本
当
の
大
人
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
二
十
歳
に
な
っ
て
、
社
会
で

は
二
十
歳
イ
コ
ー
ル
大
人
と
し
て

見
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
し
か
し

中
身
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
大
人
で

す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
若
者
が
起
こ
す
犯
罪
や
事

件
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
大
人
に
な

れ
な
い
人
達
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
ま
す
。

　
今
日
成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
が
、

真
の
成
人
と
な
る
ス
タ
ー
ト
で

す
。
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
の
中
で
一
歩
一
歩

真
の
成
人
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
今
日
ま
で
私
達
を
見

守
っ
て
く
れ
た
自
然
豊
か
な
、
ふ

る
さ
と
矢
島
町
に
感
謝
し
て
、
す

ば
ら
し
い
人
生
を
お
く
る
事
の
で

き
る
成
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。



◆
◆
◆
　
基
本
健
診
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
　
◆
◆
◆

《相談・健診》

◎なんでも健康相談
　日時　９月３０日（月）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
　場所　保健センター
　※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測
　　定、赤ちゃんの計測など実施していま
　　す。お気軽にいらして下さい。

◎3歳児健診
　日時　９月３日（火）午後１時
　場所　保健センター
　対象　平成１１年２・３・４・５月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙
　※アンケート票後ろの視力・聴力検査セッ
　　トで必ず検査を済ませて来て下さい。

◎2歳児健診
　日時　９月２５日（水）午後１時
　場所　保健センター
　対象　平成１２年３・４・５・６月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、
　　フェイスタオル
　※歯垢の染め出しチェックを実施します
　　ので、自宅で歯磨きをして来て下さい。

◎乳児健診
　日時　９月３０日（月）午後１時
　場所　保健センター
　対象　平成１３年９・１１月生　
　　　　平成１４年２・５月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、
　　バスタオル
　※５月生の方は「母子健康相談票」を持っ
　　てきて下さい。

《予防接種》

◎三種混合
　日時　９月９日（月）午後1時
　場所　保健センター
　対象①平成１４年３月生まれまでで３回終
　　　　了していない乳幼児
　　　②Ⅰ期３回目終了後１年経過した幼児
　※母子手帳と記入した予診票を持参して下
　　さい。

お問い合せ先
　　　福祉保健課　TEL５５―４９６０

高血圧の分類表

　
６
月
に
実
施
し
た
基
本
健
診
の
結
果
が
受
診

さ
れ
た
方
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
健
診
を
受
け
た
事
に
安
心
せ
ず
、
結
果

を
生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
は
、
受

診
者
の
約
82
％
が
要
再
検
・
精
査
・
医
療
の
判

定
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　「
ど
う
し
て
、こ
ん
な
に
な
る
ま
で
放
っ
て
お

い
た
の
？
」
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
わ
ず
か

な
異
常
値
が
発
見
さ
れ
た
時
に
、
手
を
打
つ
事

が
必
要
で
す
。
再
度
、
検
査
が
必
要
な
方
に
は

「
基
本
健
康
診
査
精
検
受
診
連
絡
票
」と
封
筒
を

同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診

の
際
に
、
医
師
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
と
の
結
果
を
グ
ラ
フ
で
比
較

し
て
み
る
と
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
高
い

方
・
軽
症
高
血
圧
の
方
が
多
い
事
が
分
か
り
ま

す
。
薬
を
飲
む
程
で
は
無
い
も
の
の
、
血
圧
が

高
め
と
い
う
方
は
、次
の
よ
う
な
事
に
留
意
し
、

血
圧
の
上
昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
食
塩
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
！

　
　
麺
類
の
汁
は
残
し
、
ハ
ム
な
ど
の
加
工
食

　
品
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
肥
満
を
防
ぎ
、
適
度
な
運
動
を
！

　
　
肥
満
は
高
血
圧
を
助
長
し
、
適
度
な
運
動

　
は
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
ス
ト
レ
ス
は
解
消
！

　
　
多
忙
な
生
活
や
精
神
的
な
緊
張
の
持
続
は

　
血
圧
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ぬ
る
め

　
の
入
浴
や
十
分
な
睡
眠
で
ス
ト
レ
ス
発
散
を

　
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

0 5 10 15 20 25 30 35
平成14年度受診者903名中　　　　平成13年度受診者944名中�

①眼底�
②心電図�
③重症高血圧�
④中等症高血圧�
⑤軽症高血圧�
⑥HbA1c�
　（糖尿病検査）�
⑦クレアチニン値�
　（腎機能）�
⑧GPT（肝機能）�
⑨ヘマトクリット値�
　（貧血検査）�
⑩総コレステロール値�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑨�

⑩�

基本健診結果（精検率）�

（％）�

判定名称� 軽症高血圧�中等症高血圧�重症高血圧�

最大血圧�140～159 160～179 180以上�

最小血圧� 90～99 100～109 110以上�



み
ん
な
の
善
意

年金受給者の各種届出

◎
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
矢
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業
の
た
め

役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て
寄
付
金
を
寄
託

さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○ 

坂
之
下
、
茂
木
政
則
様

　（
御
母
堂
ハ
ツ
氏
香
典
返
し
）

○ 

木
在
、
三
浦
　
勉
様

　（
御
母
堂
絹
子
氏
香
典
返
し
）

○ 

う
た
声
喫
茶
実
行
委
員
会
様

　（
入
場
券
売
上
残
金
と
し
て
）

○ 

八
ツ
杉
、
佐
藤
嘉
孝
様

　（
御
母
堂
フ
ミ
氏
香
典
返
し
）

○ 

新
丁
、
佐
藤
正
一
様

　（
御
母
堂
テ
ツ
氏
香
典
返
し
）

○ 

新
町
、
小
番
尚
一
様

　（
御
尊
父
善
太
郎
氏
香
典
返
し
）

　
矢
島
町
で
は
良
好
な
自
然
環
境
の
保
持
の

た
め
、
環
境
監
視
員
に
よ
る
不
法
投
棄
防
止

の
巡
視
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
安
易

に
山
林
や
原
野
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
一
向
に
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
が
所
有
す
る
土
地
で
あ
っ
て
も
ゴ
ミ

を
放
置
す
る
と
不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
の

で
、
不
用
と
な
っ
た
物
は
自
ら
の
責
任
に
よ

り
適
正
に
処
理
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
に
関
す
る
罰
則
に
つ
い

て
は
、
反
社
会
的
行
為
と
み
な
さ
れ
『
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
一
千
万
円
以
下
の
罰

金
』
と
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

生
活
・
環
境
課
　
環
境
安
全
係

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
55
―
４
９
５
９

現
　
状

町
道
１
号
（
代
行
道
路
）
木
在
側
に｢

燃

え
る
ご
み
用｣

の
指
定
袋
に
入
れ
ら
れ

投
げ
棄
て
ら
れ
て
い
る
。

☆誕生日が来たら→現況届
　　「現況届」は、引き続き年金を受ける権利があるかどうかを確かめるための届で

　す。毎年誕生月の月初めに送付されます。提出されませんと年金の支払いが差し止

　めになりますので、忘れずに提出願います。

☆引っ越ししたら→住所・支払機関変更届
　　住所が変わった時は、十日以内に提出してください。また、受け取る金融機関

　の変更も行う場合は、金融機関の証明が必要となります。

☆年金証書を無くしたら→年金証書再交付申請書
　　無くしたり、破いてしまったときは、「年金証書再交付申請書」を提出してく

　ださい。

☆亡くなったときは→年金受給者死亡届

☆受け取り残しの年金があるときは→未支給年金請求書
　　このように年金受給者が亡くなった場合は届出が必要となります。忘れた場合、

　死亡した後の過払い分について返還することとなりますのでご注意願います。

お問い合わせ先　生活・環境課　℡５５‐４９５９

　
　
“
今
あ
な
た
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
”

許
し
ま
せ
ん
　
不
法
投
棄�

！！�



　
本
荘
合
同
庁
舎
が
完
成
し
左
記

の
と
お
り
各
官
庁
が
旧
庁
舎
か
ら

移
転
の
上
、業
務
を
開
始
し
ま
す
。

▼
郵
便
番
号

　（
本
荘
税
務
署
以
外
）

　
〒
０
１
５
‐
０
０
０
１

　（
本
荘
税
務
署
）

　
〒
０
１
５
‐
８
６
２
２

▼
住
　
　
所

　
本
荘
市
出
戸
町
字
給
人
町
17

（
本
荘
郵
便
局
向
か
い
）

▼
入
居
官
署

　
本
荘
税
務
署
　
　
　
１
・
２
階

「
本
荘
合
同
庁
舎
」
業
務
開
始
へ

　
８
月
29
日
か
ら
本
荘
市
薬
師
堂

字
水
林
地
内「
本
荘
市
水
林
斎
場
」

が
供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
動
物
の
火
葬
に
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
使
用
料
金

　
動
物
20
キ
ロ
以
上
　
八
千
円

　
　
　
20
キ
ロ
未
満
　
四
千
円

　
利
用
に
際
し
て
は
、
予
約
が
必

　
要
で
す
。

▼
連
絡
先

本
荘
市
市
民
課
℡
24
―
６
２
５
３

　
な
お
、
飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た

場
合
は
、
自
宅
の
庭
、
所
有
さ
れ

て
い
る
山
林
に
埋
葬
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

℡
22
―
２
３
３
５

○
業
務
開
始
　
９
月
９
日
（
月
）

　
東
北
農
政
局
秋
田
統
計
情
報
事

　
務
所
本
荘
出
張
所
　
２
階

℡
22
―
１
５
３
１

○
業
務
開
始
　
９
月
30
日
（
月
）

　
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局

　
３
・
４
階

℡
22
―
１
２
０
０

○
業
務
開
始
　
９
月
17
日
（
火
）

　
秋
田
地
方
検
察
庁
本
荘
支
部

　
本
荘
区
検
察
庁
　
　
　
５
階

℡
22
―
０
４
７
９

○
業
務
開
始
　
９
月
24
日
（
火
）

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
開
催

　
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
主
催
に

よ
る
聴
覚
障
害
者
の
巡
回
相
談
が

行
わ
れ
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

や
補
聴
器
等
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▼
日
時
　
10
月
３
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
本
荘
市
鶴
舞
会
館

▼
期
日
　
９
月
28
日
（
土
）

▼
式
典
・
講
演
会

　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
本
荘
市
文
化
会
館

▼
祝
賀
会

由
利
工
業
高
校

創
立
40
周
年
記
念
事
業

▼
日
時
　
９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演

▼
会
場
　
本
荘
文
化
会
館

▼
申
し
込
み
先

　
本
荘
由
利
地
区
吹
奏
楽

　
連
盟
事
務
局

　
由
利
工
業
高
校

　
池
田
孝
幸
　
℡
22
‐
５
５
２
０

　
９
月
13
日
（
金
）
締
切
り

第
44
回
本
荘
由
利
地
区

吹
奏
楽
祭
合
唱
参
加
者
募
集

ワークセンター従業員募集
▼業務内容　緊急雇用対策事業事務補助
▼募集人員　１名
▼勤 務 先　矢島町役場
▼応募資格　矢島町在住者で概ね
　　　　　　４５歳までの離職者
▼勤務時間　
　　・賃金　ワークセンター要綱による
▼雇用期間　１０月１日から６ヶ月
　　　　　　（更新なし）
▼加入保険　社会保険、厚生年金、
　　　　　　雇用保険
▼申込方法　所定の申込書・履歴書に
　　　　　　自筆記入
▼申込期限　９月１３日（金）まで
▼提 出 先　矢島町ワークセンター
　　　　　　（役場内）
▼採用方法　書類審査選考及び面接
▼問い合せ　矢島町ワークセンター
　　　　　　　　　　℡５５－４９５３

　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
由
利
工
高
40
周
年
記
念
事
業

　
事
務
局
　
℡
22
‐
５
５
２
０

　
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
毎
年
９
月
の
老
人
保
健
福
祉
月

間
中
に
「
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
な

ん
で
も
相
談
」
を
開
設
し
、
１
日

総
合
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▼
実
施
日
時

　
９
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
実
施
会
場

　
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
秋
田
市
御
所
野
）

▼
相
談
専
用
電
話

　
℡
０
１
８-

８
２
９-

４
１
６
５

▼
相
談
内
容

　
法
律
相
談
・
介
護
相
談
・

　
人
生
相
談
等

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

な
ん
で
も
相
談
開
設

　
９
月
８
日
（
日
）
〜
14
日
（
土
）

ま
で
の
１
週
間
は
救
急
医
療
週
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
救

急
車
の
呼
び
方
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◎
救
急
車
の
呼
び
方

① 

１
１
９
番
を
回
し
て
「
救
急
で

　
す
」と
は
っ
き
り
と
告
げ
ま
す
。

② 
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
正

　
し
く
伝
え
ま
す
。

③ 

だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

　
う
し
て
、
ど
ん
な
状
態
で
あ
る

　
か
を
伝
え
ま
す
。

④ 

到
着
す
る
ま
で
何
か
処
置
を
す

　
る
必
要
が
あ
る
か
を
尋
ね
ま
す
。

救
急
医
療
週
間
の
お
知
ら
せ



今
月
の
お
楽
し
み
会
は

★
９
月
28
日
（
土
）

“
絵
を
描
い
た
り
、
お
り
が
み
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
ろ
う
”
で
す
。

素
材
、
道
具
を
い
ろ
い
ろ
使
っ
て

自
分
の
好
き
な
も
の
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

７月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　
（
解
答
例 

 

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―

１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

　
黒
１
と
き
ま
し
た
。
白
は
ど

う
打
て
ば
黒
が
死
に
ま
す
か
。

（
目
が
２
コ
で
き
な
い
）

（
８
月
号
解
答
）

　
黒
１
で
イ
と
ロ
の
目
が
２
コ

で
生
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

人身交通事故　　１件　
（平成14年 8月）　

交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　８４９日

交通事故の発生状況
（平成14年8月25日現在）

子
供
館
よ
り
お
知
ら
せ

▼
講
習
日
時
　

　
第
一
種

　
10
月
16
日
（
水
）
〜
18
日
（
金
）

　
第
二
種

　
10
月
22
日
（
火
）
〜
24
日
（
木
）

▼
講
習
会
場

　「
み
ず
ほ
苑
」
秋
田
市
山
王

▼
申
請
期
間

　
８
月
26
日
〜
９
月
11
日

▼
申
請
書
提
出
先

　
社
団
法
人
秋
田
県
消
防
設
備
保

　
守
協
会

℡
０
１
８
‐
８
３
５
‐
５
８
８
０

▼
受 

講 

料
　
三
万
三
千
円

受
講
申
請
書
等
は
消
防
署
に
あ
り

平
成
14
年
消
防
設
備
点
検

資
格
者
講
習
会
の
実
施

▼
対
象
米
穀

①
計
画
出
荷
以
外
の
内
売
渡
す
物

②
役
務
の
対
価
等
と
し
て
米
穀
の

　
現
物
支
払
を
す
る
物

▼
用
紙
の
設
置

　
仙
台
食
料
事
務
所
由
利
支
所

　
第
一
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
台
食
料
事
務
所
由
利
支
所

　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
０
９
９
１

計
画
出
荷
以
外
の
売
渡
に
は

届
出
が
必
要
で
す

▼
試 

験 

日
　
10
月
27
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　
秋
田
経
済
法
科
大
学

▼
試
験
種
類

　
甲
種
第
一
類
〜
第
五
類

　
乙
種
第
一
類
〜
第
七
類

▼
受
付
期
間

　
９
月
13
日
（
金
）
〜
27
日
（
金
）

▼
試
験
手
数
料
　

　
甲
種
　
五
　
千
　
円

　
乙
種
　
三
千
四
百
円

受
講
申
請
書
等
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
消

防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
14
年
度
消
防
設
備
士
試
験

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
消

防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
講
習
会
の
開
催

　
防
火
管
理
者
の
選
任
義
務
の
あ

る
施
設
を
対
象
に
消
防
法
改
正
に

伴
う
防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
消
防
署
へ
９
月
８

日
（
日
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
　
９
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所
　
矢
島
町
日
新
館
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
予
防
係
　
℡
55
‐
２
１
１
１

秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会

　
来
年
の
春
に
大
学
、
短
大
、
高

専
、
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の

学
生
を
対
象
に
、
県
内
企
業
の
採

用
担
当
者
と
の
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
会
場
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
雇
用

　
対
策
室
　
若
年
者
支
援
班

℡
０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
３
３
３

環
鳥
海
・
未
来
の
森
林
（
も
り
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
　
パ
ー
ト
１

　
地
場
資
源
の
利
活
用
、
地
産
地

消
、
土
産
土
法
を
切
り
口
と
し
た

持
続
可
能
な
社
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
７
日
（
土
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
30
分

▼
会
場

　
本
荘
由
利
産
学
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　
金
山
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
村
松
　
真
　
氏

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
由
利
総
合
農
林
事
務
所

　
林
務
課
　
℡
22
‐
２
１
２
６

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ２　件� ２　人�

一般負傷� ５　件� ４　人�

急　　病� ８　件� ８　人�

そ  の  他� ２　件� ２　人�


